
2019 年 7 月 6 日       原水協通信（大阪版） 第９０５号付録 

 

２
０
２
０
年
、
被
爆
７
５
年
に
向
け
て
《
核
兵
器
の
な
い
世
界
》
実
現
の 

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
今
年
の
国
民
平
和
大
行
進
・
世
界
大
会
の
成
功
を 

ヒバクシャ国際署名 

５３万 ０７０７  筆（６月２４日現在） 

核兵器禁止条約調印国＆批准国 

70 ヵ国、23 ヵ国（２０１９年５/３０現在） 

４月１１日、新たにパナマが２３カ国目の国 

として批准書を国連事務総長に寄託 

 

平和行進写真（6.30 柏原～東大阪） 

対話でこそ北東アジアの非核化実現！ 

６・３０米朝電撃的会談（国境の町板門店） 

 

マスコミ各紙が一斉に報道、不調に終わったシンガ

ポール会談後膠着状態にあった米朝非核化交渉が再

開、対話での平和プロセスを進展させよう！ 

 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                    

 
 
 
 
 

６
２
回
目
を
迎
え
る

今
年
の
国
民
平
和
大
行

進
。
５
月
６
日
に
全
国

各
地
か
ら
核
兵
器
廃

絶
を
め
ざ
す
広
島
・

長
崎
に
む
け
て
行
進

が
は
じ
ま
り
、
大

阪
に
は
奈
良
か
ら

６
月
３
０
日
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。

柏
原
の
大
和
川
河

川
敷
で
引
継
ぎ
集

会
を
お
え
て
、

八
尾
市
役
所
を

経
由
し
て
東
大

阪
市
役
所
ま
で

２
１
５
名
が
行

進
し
ま
し
た
。 

行
進
は
７
月
７

日
、
豊
中
市
役
所
を
出
発
し
、
池

田
市
役
所
を
経
て
兵
庫
県
川
西
市

役
所
で
兵
庫
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。 

 

通
し
行
進
者
は
、
国
際
青
年
リ

レ
ー
行
進
者
ジ
ョ
ン
グ
・
フ
ェ
ニ

ス
さ
ん
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
全
国
通

し
行
進
者
山
口
逸
郎
さ
ん
（
被
爆

者
の
声
を
う
け
つ
ぐ
映
画
祭
実
行

委
員
会
）、府
内
通
し
行
進
者
麻
野

京
子
さ
ん
（
新
婦
人
藤
井
寺
）、
稲

内
一
夫
さ
ん
（
年
金
者
組
合
岸
和

田
）
、
植
田
晋
平
さ
ん
（
平
和
委
員

会
）、
牛
山
一
雄
さ
ん（
非
核
の
会
）、

遠
田
悦
子
さ
ん
（
新
婦
人
池
田
）、

大
島
守
さ
ん
（
平
和
遺
族
会
）、
小

玉
利
生
さ
ん
（
け
い
は
ん
医
療
生

協
・
通
信
労
組
Ｏ
Ｂ
）
、
小
豆
島
正

典
さ
ん
（
日
ベ
ト
協
会
）、
田
村
真

理
さ
ん
（
全
印
総
連
）
、
馬
場
忠
雄

さ
ん
（
大
阪
国
公
革
新
懇
）、
山
本

光
男
さ
ん
（
府
職
労
Ｏ
Ｂ
）
の
１

１
名
の
方
々
で
す
。 

柏
原
の
引
継
ぎ
集
会
に
は
、
地

元
柏
原
市
の
冨
宅
正
浩
市
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、
大
阪
実

行
委
員
会
を
代
表
し
て
新
婦
人
府

本
部
の
杉
本
和
会
長
が
あ
い
さ
つ
。 

富
田
林
の
吉
村
善
美
市
長
が
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
に
サ
イ
ン

を
し
て
い
た
だ
い
た
と
の
報
告
が

あ
り
、
運
動
の
発
展
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
共
産
党
の
清

水
忠
史
衆
議
院
議
員
も
激
励
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
通
し
行
進
者
の

紹
介
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
荒
天
の
中
平
和
行
進

が
大
和
川
河
川
敷
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。 

               

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー 

 

ロ
ッ
パ
の
平
和
団 

 

体
が
２
０
２
０
年 

 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会 

議
を
前
に
原
水
爆 

禁
止
世
界
大
会
を 

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で 

開
催
す
る
こ
と
を 

呼
び
か
け
て
い
ま 

す
。
日
本
原
水
協 

は
そ
の
呼
び
か
け

に
賛
同
し
、
成
功
に 

                  

              
 向

け 

て
、 

募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

大
阪
原
水
協
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
と
り
く
み
を
す
る
か
、
機

関
会
議
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
へ

の
参
加
と
あ
わ
せ
て
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

                     

２０１９ 
７月号  原水協通信 

国連ＮＧＯ原水爆禁止日本協議会 

毎月１回６日発行 

頒価 ２２０円 

電話 (03)5842-6031 

FAX (03)5842-6033 

〒113-8464東京都文京区湯島 2-4-2-4- 

原水爆禁止大阪府協議会 大阪市中央区谷町７－３－４ 新谷町第３ビル２１０号  tel(06)6765-2552 fax(06)6765-2837  

 

６２年の歴史を積み重ねる２０１９年国民平和大行進 

府下中に核兵器なくそうの声、響かせる 

 
国民平和大行進に激励の挨拶される黒田了一府知事（78.7.15） 

平和行進アーカイブ 

 

府内通し行進者結団式（19.6.13） 

２０２０年原水爆禁止世界大会 in NYの成功に 

むけて日本原水協は募金をよびかけています！ 
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2019ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟全面勝利をめざすつどい 

～被爆者・支援団体・個人の総力あげて安倍政権に迫ろう！～ 

 

 

沖縄の島唄に原爆を歌った曲があります。 

「クルダンドゥ節」です。紹介します。 

“忘りぬなりゅむい 

  昭和２０年ぬ原子爆弾や 

 忘りぬなりゅむい 

  広島長崎 原子爆弾や 

 誰がゆいじょう 

  かしがでぃ苦てぃさる 

 大東亜戦争や” 

※歌意「忘れようにも忘れられない･･･ 

 昭和 20 年の 広島長崎の原子爆弾のことは 

 誰のせいか?! 

 こんなに無惨な苦しい 

 大東亜戦争は 誰のせいなのか」 

 

 

【原水爆禁止２０１９年世界大会大綱】 

□８月３日(土)～５日(月)国際会議（広島）参加費 16,000円 

□８月５日(月)～６日㈫世界大会―広島 参加費 4,000円 

 ※以上は交通手段、宿泊は各自で確保、申込は大阪原水協 

□８月７日㈬～９日㈮世界大会―長崎 

 ７日新大阪 7:59発のぞみ 97号―博多（貸切バス）－長崎 

   14:40 大阪代表団会議（長崎市民会館文化ホール） 

   15:30～18:00 開会総会（長崎市民会館体育館） 

□８月８日㈭ 分科会・動く分科会 各会場（9:30～15:00） 

 フォーラムー政府とＮＧＯの対話（13:00～16:00） 

  夜に「核兵器なくそう女性のつどい」（18:00～20:00） 

□８月９日㈮世界大会―長崎・閉会総会（10:30～13:00） 

  13:30会場周辺から貸切バス（車中で昼食弁当）―博多 

  16:50博多発のぞみ 52号―新大阪 19:18着 解散 

  17:36博多発のぞみ 56号―新大阪 20:04着 解散 

◇参加費：長崎大会（すべて込み） 

・一般参加者＝85,000円 ヒバクシャ、障害者＝73,000円 

 ・大学生＝72,000円 高校生＝68,000円 

 ※独自に直接参加は大会分担金＝20,500円（一般）のみ 

◇動く分科会は別途参加費が必要となります 

2020 年被爆 75 年の核兵器禁止条約発効

にむけての原水爆禁止２０１９年世界大会の

成功、着々と準備～相次いで学習会開く～ 

 

完成！署名用紙付きチラシ ご活用ください 

 
OCAN 学習会後の交流（5/23） 

ピース inおおさか２０１９のご案内 

日時：8月 2日（金）１３：３０～ 

場所：高津ガーデン２F    

海外代表：ライナー・ブラウン氏 

（ドイツ反核法律家協会事務局長・国

際平和ビューローＩＰＢ会長 決定） 

※世界大会新幹線切符など配布予定 

 

６
月
１
５
日
、

大
商
連
会
館
で
の

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ

バ
ク
シ
ャ
近
畿
訴

訟
全
面
勝
利
を
め

ざ
す
つ
ど
い
」
に

は
、
兵
庫
・
京
都
・

大
阪
か
ら
多
く
の

被
爆
者
を
は
じ
め

８
０
名
近
い
参
加

で
成
功
を
お
さ
め

ま
し
た
。 

記
念
講
演
を
し

た
久
米
弘
子
弁
護

士
は
、『「
認
定
訴

訟
は
、
１
９
８
６

年
に
小
西
さ
ん
が

原
爆
症
を
認
め
な

か
っ
た
国
を
相
手

に
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
当
初
は
本

人
だ
け
の
取
り
組

み
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
弁
護
団
が
結
成
さ
れ
道
が
拓

け
た
。
小
西
さ
ん
は
爆
心
地
か
ら

１
．
８
キ
ロ
で
被
爆
し
黒
い
雨
に

も
打
た
れ
た
。多
く
の
人
か
ら「
原

爆
ぶ
ら
ぶ
ら
病
」
と
差
別
さ
れ
続

け
た
が
、
多
く
の
医
師
や
研
究
者

の
協
力
も
あ
っ
て
勝
利
判
決
を
勝

ち
取
っ
た
。
肝
臓
が
ん
で
亡
く
な

ら
れ
た
が
、
小
西
さ
ん
は
「
裁
判

を
起
こ
し
て
か
ら
の
自
分
は
本
当

に
幸
せ
な
人
生
だ
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
全

国
で
「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
」

へ
と
広
が
っ
た
。
政
府
の
被
爆
者

切
り
捨
て
を
許
さ
な
い
闘
い
を
さ

ら
に
広
げ
ま
し
ょ
う
』
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。 

枚
方
市
原
爆
被
害
者
の
会
会
長

の
森
容
香
は
、
５
歳
で
の
広
島
で

の
被
爆
体
験
を
詳
し
く
報
告
さ
れ

る
と
共
に
、
再
び
被
爆
者
を
つ
く

ら
せ
な
い
た
め
に
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
を
集
め
よ
う
と
決
意
を

語
ら
れ
ま
し
た
。 

文
化
行
事
で
は
、
「
島
唄
文
化

を
考
え
る
会
」
の
牧
志
徳
さ
ん
、

奥
ち
ひ
ろ
さ
ん
が
、
沖
縄
民
謡
な

ど
を
熱
唱
さ
れ
、
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。 

訴
訟
中
の
原
告
団
３
名
が
出
席
。

代
表
し
て
高
橋
一
有
さ
ん
か
ら
支

援
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
激
励
の
花
束
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、｢

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク

シ
ャ
訴
訟
近
畿
連
絡
会｣

の
事
務

局
長
の
西
晃
弁
護
士
か
ら
、
①
裁

判
傍
聴
、
要
請
署
名
の
取
り
組
み

強
化
。
②
国
・
厚
労
省
、
認
定
制

度
に
対
し
て
の
抜
本
改
定
と
す
べ

て
の
被
爆
者
救
済
制
度
の
策
定
を

も
と
め
て
い
こ
う
。
③
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
日
本
政
府
の
参
加
と

発
効
を
す
す
め
よ
う
。
原
水
禁
２

０
１
９
年
世
界
大
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
！
と
心
を
こ
め
て
呼
び
か
け

ら
れ
、
こ
れ
を
確
認
し
て
散
会
し

ま
し
た
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

い
ち
早
く
学
習
会

を
開
催
し
た
の
は

耳
原
鳳
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ

で
す
。
５
月
２
３

日
、
約
１
０
名
ば

か
り
の
医
師
・
職

員
が
多
忙
な
中
、

集
合
し
て
今
年
度

の
世
界
大
会
の
意

義
を
学
び
ま
し
た
。 

６
月
１
４
日
、
新

婦
人
府
本
部
主
催

の
平
和
部
長
会
議

の
学
習
会
に
は
４

０
名
弱

が
集
合
、

世
界
大

会
と

「
ヒ

バ
ク

シ
ャ

国
際

署名
」

の
と

り
く

み
な

ど
の

学
習

交
流

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
月
２
７
日

い
ず
み
市
民
生
協
学
習
会
と
と
も

に
岩
田
幸
雄
顧
問
が
講
師
と
し
て

参
加
。
６
月
１
７
日
大
阪
労
山
学

習
会
に
は
続
昌
司
事
務
局
長
、
同

日
ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
お
お
さ
か
社
保

平
和
委
員
会
学
習
会
に
山
崎
義
郷

理
事
が
、
６
月
１
９
日
の
城
東
原

水
協
の
学
習
会
は
「
ピ
ー
ス
カ
フ

ェ
」
で
鴫
野
駅
前
の
コ
ー
ヒ
ー
専

門
店
内
で
約
１
０
名
の
方
々
が
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
質
問
に
講
師
が

応
え
る
と
い
う
形
式
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
“
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｐ
Ｔ

と
は
”“
核
兵
器
禁
止
条
約
と
は
”

“
署
名
を
ど
の
よ
う
に
と
り
く
ん

だ
ら
よ
い
の
か
”
な
ど
話
し
合
い

な
が
ら
の
学
習
会
で
す
。
講
師
に

は
北
野
雅
博
理
事
が
あ
た
り
ま
し

た
。７
月
に
は
２
２
日
耳
原
病
院
、

２
９
日
に
は
西
淀
川
原
水
協
、
８

月
３
日
は
大
教
組
と
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。 

各
団
体
・
地
域
で
学
習
会
な 

ど
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た 

ら
、
大
阪
原
水
協
に
講
師 

依
頼
を
し
て
い
た
だ
け
れ 

ば
、
派
遣
し
ま
す
。 

 

              

           

御存じですか？ 


